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　　　　　題字本間守拙
発刊にあたつて
　優れた造形芸術、生産技術、庶民信仰の蓄積である文
化財は、過去からの貴重なメッセージであるといわれま
す。
　真野町にどんな文化遺産が、どのように伝えられてい
るかを探り、これを手掛りに真野町の生い立ちや特性を
明らかにし、先人の歩みをたぐりながら地域発展の様相
を知り、新しい郷土づくりや文化の発展に寄与すること
が文化財保護の趣旨であります。
　特に古文書や記録のない時代の人々の実態を探るため
に、埋蔵文化財は歴史資料として重視されなければなり
ませんo
　「史跡の里」として多くの遺跡と：豊富な埋蔵文化財を
有する真野町において、考古資料を特集した「真野町の
文化財」第1集が、文化財保護審議委員の努力により発
刊のはこびとなりました。
　本誌を通じて町民各位が文化財に対する認識と理解を
深められ、愛護・保存の気風がより高まれば、幸甚の至
りでありますo
昭和53年2月
真野町教育委員会
　教育長臼杵正巳
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
　　所有者又は5，
　　保　管　者
土　　偶
縄文時代
夫工町遺跡（真野町大字大小）
昭和28年12月
計　良　由　松
一2
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
螺有菖雪
甕
縄文時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
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1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
　　所有者又は5，
　　保　管　者
ふ　　た
縄文時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
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1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
堰有春雪
小型土器
縄文時代
藤塚貝塚（真野町大字新町）
昭和44年8月
真野町教育委員会
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1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
欄有墓又薯
深鉢型土器
縄文時代
三貫目洞穴（真野町大字大須）
昭和35年
本　間　俊　夫
6
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
婿有墓又薯
骨角器と貝輪
縄文時代
藤塚貝塚（真野町大字新町）
昭和44年8月
真野町教育委員会
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1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
婿有墓又薯
石　　棒
縄文時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一8一
譲
鎌
1，名　　　称
2，時　　　代
3，　出土場所
4，出土年月日
噸有墓雪
大　　珠
縄文時代
藤塚貝塚（真野町大字新町）
昭和41年7月
真野町教育委員会
9
1’
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
噸有曇雪
一灘・づ
×’
　　6
石　　器
縄文時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一10一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
螺有暮雪
壼
弥生時代
若宮遺跡（真野町大字四日町）
昭和28年9月
佐渡博物館
一11一
　①
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
・，醗又薯
8
　　　　　　　　②
勾玉と管玉
弥生時代
若宮遺跡（真野町大字四日町）
①昭和43年8月
②昭和24年3月
①真野町教育委員会
②計　良　由　松
　一12一
騒1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
頑有墓又薯
銅嫉と玉
古墳時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一13一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，　出土場所
4，出土年月日
　　所有者又は5・保　管　者
高　　圷
古墳時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一14一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
噸有墓又簑
壼
古墳時代
浜田遺跡1号住居跡
　　　　　（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一15一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
噸有喜又薯
器　　台
古墳時代
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一16一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
哩有暮雪
甑（こしき）
古墳時代
よろく淵遺跡
　　　　（真野町大字金丸）
大正10年10月
真野町教育委員会
一17一
1，
2，
3，
4，
5，
名　　　称
時　　　代
出土場所
出土年月日
所有者又は
保　管　老
子持勾玉
古墳時代
真野町大字田切須字大畑
昭和5年3月30日
小布勢神社
一18一
1，名　　称
2，時　　代
3，出土場所
4，出土年月日
頑有喜雪
木製品
古墳時代
竹田沖条里遺構（真野町大字竹田）
昭和52年10月
畑野町教育委員会
一19一
灘ぶス毒灘撚稼一
1，
2，
3，
4，
5，
名　　　称
時　　　代
出土場所
出土年月日
所有者又は
保　管　者
長頸壼
古墳時代
背ノ沢古墳（真野町大字大小）
昭和39年7月
佐渡博物館
　一20一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
・，罐又薯
三足土器
古墳時代（？）
浜田遺跡（真野町大字豊田）
昭和49年8月
真野町教育委員会
一21一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
螺有暮又薯
金環・壷・鉄刀片
古墳時代
飯田清次郎古墳（真野町大字大須）
明治40年
飯　田　正　雄
v
一22一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
頑有喜又薯
横　　瓶（よこべ）
奈良時代
下国府遺跡（真野町大字竹田）
昭和50年11月
真野町教育委員会
一23一
緩彩癒一
① ②
④
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
鴇有喜雪
墨書土器
平安時代
①～③若宮遺跡
④　　高野遺跡
　　　　（真野町大字四日町）
①～③昭和43年8月
④　　不明
①～③真野町教育委員会
④　　佐渡博物館
一24一
①1，
2，
3，
名　　　称
時　　　代
出土場所
4，出土年月日
5，
所：有者又は
保　管　者
古　　銭
奈良時代～平安時代
①②若宮遺跡
③　四日町上遣跡
　　　　（真野町大字四日町）
①昭和43年11月　3日
②昭和43年　8月　9日
③昭和30年　5月12日
①佐　藤　俊　策
②真野町教育委員会
③金　沢　和　夫
一25一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
噸有喜叉薯
絵のある瓦
奈良時代～平安時代
佐渡国分寺跡（真野町大字国分寺）
昭和47年
真野町教育委員会
一26一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
　所有者又は5，　保　管　者
軒丸瓦
奈良時代～平安時代
佐渡国分寺跡（真野町大字国分寺）
①～③昭和47年
④　　明治末～大正
①～③真野町教育委員会
④　　相田伊兵衛
一27一
一28一
①　　　ξ肖：影㌃∵
　　　　　　　　　慈籔孤、②　　　　＼ざ．、
　　　　　　　ぺ蔭硲濠浸iこ
1，
2，
3，
4，
5，
名　　　称
時　　　代
出土場所
出土年月日
所有者又は
保管者
〈28頁＞
　1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
噸有春雪
③
⑤
軒平瓦
奈良時代～平安時代
佐渡国分寺跡
　　　　（真野町大字国分寺）
①～③⑥昭和47年
④　　　不明
⑤　　　明治末～大正
①～③⑥真野町教育委員会
④　　臼　杵正　巳
⑤　　　相田伊兵衛
文字瓦
奈良時代～平安時代
佐渡国分寺跡（真野町大字国分寺）
昭和47年
真野町教育委員会
一29一
1，名　　　称
2，時　　　代
3，出土場所
4，出土年月日
　所有者又は5・保管　者
骨蔵器
鎌倉時代
①大願寺遺跡
　　　　（真野町大字四日町）
②真輪寺遺跡
　　　　（真野町大字真野）
①不明
②昭和29年11月
佐渡博物館
　一30一
写 真 説 明
土　　偶（2頁）　　人の形をっくつた土製品で、胸部から上の部分、一見し
　　て土製の胸像である。現存部高さ7．5（机、それに比べ厚みは薄くやや扁平。
　　径3㎝の顔の部分には目鼻が刻まれ、胸部には2っの乳房状突起があるo
　　信仰具で、使用後は壊して埋めることから完形のものはほとんど出土しな
　　い。佐渡における出土例は少なく、小木長者ケ平、羽茂大下遺跡と当遺跡
　　の3ケ所10数例にすぎない貴重なものである。
甕〔深鉢型土器〕（3頁）　　胎土はややあらい砂粒を含む厚手の粗製土器で
　　ある。口縁のっくりは簡単な平縁。貝穀条痕文が口縁に近い部分では横位、
　　下半は縦位又は斜位に走っているo粗製鉢型土器における、この種の文様
　　手法は県本土では例をみない特異なものである。最大部は口縁で、径30
　　㎝、底部径12㎝、高さ39．5㎝。
ふ　　た（4頁）　　表面下90～100㎝の当遺跡最下文化層から出土した
　　もので、厚手、粗製、口辺も単純であるo器面に連続する特殊な刺突文が
　　ほどこされ、口辺に接近して一対の橋状把手、中央部に8字状のつまみを
　　有し、断面はいずれも笠型である。大きさは大が径16・5cπ、小13・5㎝
　　であるo
小型土器（5頁）　　上2個は鉢型、下は壼型のいつれも小型で厚手粗製・上
　　は器面に沈線で縦位と斜位の組み合せ文様をほどこしたもので口径9．5㎝、
　　高さ7．5㎝、中は撚糸文の上に沈線の方形区画文をほどこしたもので口径
　　7．6㎝、高さ6．1㎝、下はやや変形の壼型で、器面は2本の沈線で円形区
　　画をし、その中に縄文文様をのこしているもので口径4．5㎝、高さ8・1㎝
　　である。これらは当遺跡の貝層から出土したものである。
深鉢型土器（6頁）　　胎土は細砂まじりで焼成もよく薄手・表面はみがかれ
　　て光沢があるもので、口縁はやや内すぼみで、山形の突起を有する。胴部
　　上方に一列の連続した刺突文、中央部には工字文が太めの沈線によって描
　　かれており、縄文晩期を代表する土器であるo口径は11．5㎝、高さは8．
　　50沈○
骨角器と貝輪（7頁）　大型のものは鹿角でつくられたもので、作りはあら
一31一
石大
石
く、一面に骨の自然面が残る現長16㎝の弓状にそつた棒状の道具である。
小型で先端の尖つたものはイノシシの肢骨で作られた刺突具であるが欠損
して原形は知り得ない。一端にくびれのあるもの、基部に孔をあけ、記号
のような刻線をほどこしたものなど、用途の多様性がうかがわれるo
　牙器はイノシシの牙の歯根に孔を穿つた精巧な垂飾品と、牙勾と呼ばれ
る牙製勾玉で、一つは7㎝L、他の一つは4．2㎝の大きさである。
　貝輪は、二枚貝の殻頂附近に穴をあけた未成品で、腕輪として考えると
幼児期の着装品か、又、他の用途があつたことも推測できる。
　棒（8頁）　一つは、その両端に彫刻をほどこした両頭の石棒で安山
岩質、長さ8．5（況と小型である。普通は一頭のものが多いとされ、両頭の
ものは珍らしい。他の一つは、一端が欠失しているので、一頭、両頭は分
別できないが現長10㎝でやや大型らしい。用途については、形の似てい
るところから性器崇拝、又は武勇にかかわる信仰物などといわれ、原始信
仰とかかわりをもつものである。
　珠（9頁）　これは硬玉製の長さ8㎝、厚さ2㎝のかつおぶし形の上
端に径0．2㎝の一孔を穿ったものである。佐渡では蛇紋岩製のものが、三
宮貝塚、長者ケ平遺跡から出土している。これは祭祀具であり、又、当時
の藤塚への権威を象徴するものと考えられる。硬玉は佐渡には産しないの
で、おそらく本土姫川から移入したものと思われる。
器（10頁）　石鉄は無柄で基部に浅いえぐりのあるハート形、孤状
の刃線をもつものと、やや長身で鋭利な2つのタイプで、当遺跡を代表す
るタイプである。大きさはいずれも3～5απ。原始狩猟具の代表的なもの
で、矢の根石とも呼ばれ、縄文遺跡から出土する石器としては数が多く、
当遺跡からも300余点、5タイプが出土した。
　石ヒは、つまみと刃部が直交する横型と平行する縦型の2タイプである
が、横型のものの中には刃部2．5㎝と超小型で実用機能が疑われるものも
ある・他はおよそ7㎝位の大きさで、形の上からは石匙、機能面からは皮
剥などと呼ばれるo
　石錐は孔を穿つ道具で基部にはり出しをもち、先端は断面四角で鋭利な
先がつけられており、大きさは5～7απである・
一32一
　　　これらの石器は多くが石英質の岩石か硬質で剥離しやすい岩石が原料と
　　なつているo
壼（11頁）全体が黄褐色で、胎土、焼成は良好。頸部から肩部に
　　かけて廉状文を含み並行横線文、波状文が交互にほどこされ、胴部は縦横
　　の刷毛目整形痕が残る。口縁内部は羽状文がほどこされているo又、口辺
　　及び胴部に朱が認められるo当遺跡における弥生式後期文化の存在を語る
　　代表的なものである。口径21㎝L、高さ37㎝、胴部最大経26㎝！、底部
　　径10㎝。
勾玉と管玉（12頁）　　当遺跡は、国仲平野に分布する玉作り遺跡の一つで
　　あり、細形の管玉の完成品、未成品をはじめ、形の変つた臼玉・角玉・勾
　　玉など多くの玉類とそれに伴う石鋸や砥石が出土する。右は管玉の未製品
　　と完成品である。上段左より順次加工研磨してゆく製作工程を示すもので、
　　原石は鉄石英、碧玉が使われ、完成した管玉は長さ1～2㎝、径0．25㎝1、
　　孔径0．15απとその製玉技術の精巧さを物語つている。
　　　勾玉は蛇紋岩製のうすい黄緑色で、長さ2．7㎝、幅0．8㎝、厚さ0．65
　　㎝、孔径0．4～0．3㎝とやや扁平で、尾端をわずかにとがらせたC字形。
　　色は多くの場合緑色が好んで使用されたといわれ、緑色を生命力とする古
　　代信仰に基くといわれている。
銅錨と玉（13頁）　　銅嫉は柳葉状の形態をもつ青銅製の矢尻で、第1号住
　　居趾床面から2m離れた地点から出土した。現長5．13㎝、身の上部の幅
　　1．60π、厚さ4．3％、くびれ部の幅1．32㎝、厚さ4．3％、基部の幅1．4
　　5απ、厚さ4．3％で先端部が欠失している。柄部は長さ1．67㎝、径4鷲
　　で角柱状を呈する。形態及び伴出土器からみて5世紀前半の頃のものとみ
　　られるo
　　　管玉は首飾りに使用される。管玉未成品が第1号住居祉より5本出土し
　　ている。いずれも角柱状の工程までのものである。大きさは、長さ1．37
　　cπ、径6．7％の穿孔された八面体のもの。長さ1．64απ、径5．5％の一端
　　が欠失した六面体のもの。長さ1．85απ、径7．5％の八面体のもの。長さ
　　2．02㎝、径6．8％の八面体のもの。長さ1．67㎝、径6．3％の九面体に
　　両側から穿孔されたものであり、石質はいずれも緑色凝灰岩である・
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高圷（14頁）古式土師器の完形で、口径19．3απ、高さ15・5㎝・
　　脚径8．6㎝。低い小さな脚に丸底で有段の外反する長い口縁を有し、口唇
　　部が外削ぎ状になつている。外面には朱が塗られ、焼成は良くない。食物
　　を盛る器であろう。
壼（15頁）第1号住居趾より完形で出土した土師質の甕型土器で
　　ある。頸部から立ち上る口縁は、口唇部近くで大きく外反し稜を作つてい
　　る。頸部は直角に屈曲し、肩が張り、球状の胴となり、胴中位で最大とな
　　り、底部は尖底に近い丸底を呈し、器全体が薄手に作られている。大きさ
　　は、口径16．5㎝、高さ14．3㎝（上）口径16．5㎝、高さ11απ（下）
　　であるo
器台（16頁）右は第1号住居趾（5世紀前半）から出土した土師質
　　の器台（壼などの器を載せる台）型土器の完形品で、器高8．6㎝、器受部
　　径9．5㎝、脚口径12㎝、器受部が深く、口唇部が直立し、脚は大きく開
　　き、裾が水平で3孔を有する。器面はヘラで整形されている。
　　　左は台地先端（48－AI地点）出土のもので、器受部の大部分が欠失して
　　いるが、推定復原では器受部口径約7㎝、器高約6．5㎝で、脚部の口径は
　　10．9㎝であるo
甑〔こしき〕（17頁）　　甑は弥生時代から古墳時代ころ、カマドや釜とセ
　　ツトとして用いられた煮炊具の一つで、現在の薫寵と同じ役割である。深
　　鉢型の土器の底部に一孔ないし数孔を穿っ。この甑は、高さ17．8απ、口
　　縁径16．5㎝、底部に二孔を有するものである。竹田沖条里遺構発掘の際
　　にも二個分の破片が出土している。
子持勾玉（18頁）　　一般的に子持勾玉は古墳時代の中期から末期にかけて
　　現われたもので、古墳の中か、祭祀遺跡から単独で出土する場合が多いと
　　いわれる。古代の祭りの儀式に使われたものと考えられる。小布勢神社の
　　附近からこの子持勾玉が出土したということは、ここが古代集落の拠点で
　　あり、祭りをする場所であつたことを示すものであろうo長さ7㎝o
木製品（19頁）　竹田沖条里遺構発掘の際、大字吉岡字加坪沢281番
　　地の水田下約1．5mのほぼ同地点から出土した古式土師器に伴う木製品で
　　ある。上から木製鍬先、長さ43．0㎝、幅13．6㎝、木製剣模造品、長さ
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　　55．1㎝、幅6㎝、木製太刀模造品、長さ33．6㎝、幅2．6㎝、フグシ
　　（土を堀る道具）長さ38㎝、横槌、長さ28㎝、槌部径9．1㎝。
長頚壼（20頁）　背ノ沢古墳の玄室部東壁下より出土したもので・全高
　　が23．8㎝、長頸部高さ11．8㎝、口径10．3㎝、胴張16．7㎝で数珠玉
　　高台をもち、高台張出し部径9．8㎝である。焼成良好で肩部の約％と頸内
　　部の口縁部にかけて灰かぶり粕の斑文があり、口縁部外側と頸上方に浅い
　　沈線、胴張り出し部と胴下部に二条の浅い沈線が入つており、7世紀頃の
　　ものと考えられる。古墳内からはこの他に須恵器の圷、蓋、土師器の壼、
　　椀などが出土している〇
三足土器（21頁）　　口縁部と脚先端の一部を欠失しているが、ほぼ完形に
　　近い赤褐色の土師質土器で、推定口径31㎝、底部までの高さ14㎝1で丸
　　底風の鍋または浅鉢状を呈している。脚を加えると高さ24㎝となる。脚
　　及び底部は焼成堅致であるが、胴部から口縁部はやや軟質で、強い火を受
　　けたものと考えられる。食物を煮る用具であろう。伴出遺物に須恵器、円
　　面硯、平瓦などがある・
金環・壼・鉄刀片（22頁）　　エゾ塚と言われる古墳時代後期の横穴式石室
　　をもっ円墳から出土したものである。金環6個が須恵器の壼の中に包蔵さ
　　れていたと言われ、珍らしい葬送儀礼の一つを示すものである・壼の大き
　　さは口径4απと5㎝、高さ4．8㎝と5㎝、蓋の径7．8㎝と7．4㎝、蓋の高
　　さ3㎝、幅は7．4㎝と7．8㎝、金環は3．5㎝×3㎝のものが4個、2・6㎝
　　×2．1απのもの2個が壼の中に3個ずつ入つており、鉄刀片は直刀2振分
　　であるo
横瓶〔よこべ〕（23頁）　　須恵器質の容器で酒を盛る器といわれるが・穀
　　類などの貯蔵用に使われることもある。これは8世紀後半から9世紀初頭
　　頃のものと考えられ、口径11απ、高さ21㎝、長さ26・5㎝で、器形の
　　半ばは火あたりが強く自然粕がかかり、器外面はカゴ目叩文で整形した後
　　幅1．5㎝1のハケ目文様で3．5απ間隔で飾り文様を入れ、内部は菊花叩文で
　　整形している。当遺跡からはもう一個、口径10．3㎝、高さ22．9㎝、長
　　さ31㎝のほぼ完形の横瓶が出土している。
墨書土器（24頁）　　町内では、高野遺跡、若宮遺跡、下国府遺跡などから
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　　出土している。墨書土器は、須恵器や土師器の杯型土器の内外面や底部に
　　墨書きのあるもので、奈良時代から平安時代の頃のものと考えられる。書
　　かれているものは若宮遺跡出土品には「寺」「衛」「周」「上」「伯」
　　「万」等、高野遺跡出土品には「禽」「軍」「団」「厨」等、下国府遺跡
　　からは「木」と書かれた椀が出土している。
古銭（25頁）若宮遺跡、高野遺跡などから、比較的多く出土してい
　　る。左側は「和銅開珠（708年）」（竹田川新河川敷）右上は「天聖元
　　宝（1023年）」（若宮遺跡）右下は「元豊通宝（1078年）」（竹
　　田川新河川敷）で、「和銅開珠」は皇朝十二銭の一つで我国で鋳造された
　　最初のもの（奈良時代）、他は中国（北宋）銭である。
絵のある瓦（26頁）　正確には絵と文字のある瓦ともいうべきもので、王
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へら　　朝官人と三国真人の四文字を一枚の丸瓦凸面に箆書した、全国でも珍らし
　　い瓦片である。延暦4年（794）の流人、三国真人広見との関係が分れ
　　ば寺史解明に大きな役割を果すであろう。
　　　　　　　　　　あぶみ軒丸瓦（27頁）　鐙瓦ともいう。屋根の先端を葺く飾文のある丸瓦。古
　　くは蓮花文が多く、その後多く巴文を施したので巴瓦ともいう。佐渡では
　　ほとんどが菊花文、柳葉文、剣頭文で、菊花文には単弁、複弁がある。
文字瓦（28頁）　文字瓦といつても字として読めるものは「北」「凹」
　　くらいのもの。他には「天」「夫」rzド」らしいもの、左七の字、二ある
　　いは三にたすきがけのものなどが多い。凹が刻印、他は箆書か指書のもの
　　であるが何を意味するものかはつきりしない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のき軒平瓦（29頁）　軒先にあつて鐙瓦と鐙瓦をつなぐ飾文のある瓦。宇瓦
　　ともいう。飾文に唐草文様が多く使われたので唐草瓦とも呼ばれる。佐渡
　　には忍冬文がなく、多くは唐草文、波文などで、稀に雲文などもある。
骨蔵器（30頁）　右上は真輪寺遺跡（現真野公園）出土の陶質骨蔵器で、
　　高さ20㎝余の壼の中に火葬した骨を納め、その上に片口のっいた摺鉢を
　　のせて埋葬したもので、おそらく身分のある人の骨壼であろうoここから
　　は、この他にも同じような骨蔵器が2～3発見されている。
　　　左下は大願寺境内地から発見された陶質の骨蔵器で、高さ46．7απ、口
　　縁部径25．5㎝、胴最大部径41．5㎝のものである。
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真野町埋蔵文化財一覧表
番号 種　　　別 名　　　　　称 所　　　　　在　　　　　地 時　代 備　　　考
1 貝　　　塚 藤　　塚　　貝　塚 大字新町字藤塚 縄㊥ S43県指定
2 遺物包含地 大　工町　遺　跡 大字大小字大須 縄
3 〃 小　布　勢遺　跡 大字西三川 縄㈱
4 〃 浜　　田　遣　　跡 大字豊田字小坪22．35．42．44．45番地縄㈱奈平
5 〃 惣社　裏遣　跡 大川字高山224　吉岡字大畑847～849縄㈱
6 〃 植　　村　遺　　跡 大字田切須字高塚 縄
7 〃 松　尾　　遺　跡 大字西三川字松尾 縄 地点不明
8 〃 下　　山　遺　　跡 大字西三川字下山745～768 縄
9 〃 くるみ平遣跡 大字田切須字くるみ平41～46 縄
10 〃 にいやの田遣跡 大字田切須字にいや259 縄
11 〃 谷　　地　遣　　跡 大字田切須字谷地360 縄
12 〃 関　山　遣　跡 大字田切須字関山93 縄
13 〃 反　　見　遺　　跡 大字田切須字反見240へ244 縄
14 〃 北　　山　遺　　跡 大字椿尾字北山211 縄
15 〃 関　平　遺　跡 大字椿尾字関平154 縄
16 〃 尾　　掛　遣　　跡 大字椿尾字尾掛426　　　　　　　　　　　　　一 縄 地点不明
17 〃 城　　　遣　　　跡 大字椿尾字城469 縄
18 〃 1大　須　遺　跡 大字大小字大須 ｝縄 地点不明
19 〃 1背の沢遣跡 大字大小字大須 ｝縄
20 〃 の　ぐ　ろ　遣　跡 大字大倉谷 縄 地点不明
21 〃 倉　　谷　遺　跡 大字大倉谷 縄 地点不明
22 〃 大　　立　遣　跡 大字大倉谷 縄 地点不明
23 〃 藤　原　野　遺　跡 大字大倉谷 縄
24 〃 大　　津　遺　　跡 大字大小 縄 地点不明
25 〃 若　宮　遺　　跡 大字四日町字若宮 轟轟
26 〃 よろ　く淵遣跡 大字金丸字前11 古㈲
27 〃 ケラマキ遺跡 大字大小 古
28 古　　　墳 三貫目沢東古墳 大字大須字三貫目沢77 古㈱ S47県指定
29 〃 三貫目沢西古墳 大字大須字三貫目沢77 古後） S47県指定
30 〃 飯田清次郎古墳 大字大須字高地 古㈱
31 〃 蝦夷の塚第1号古墳 大字田切須字大野501 古
32 〃 蝦夷の塚第2号古墳 大字田切須字大野500 古
33 〃 縁塚第1号古墳 大字背合字山畑134 古傾
34 〃 縁塚第2号古墳 大字背合字山畑134 古園
35 〃 蝦夷塚第1号古墳 大字背合字山畑128 古磯 S47県指定
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番号 種　　　別 名　　　　称 所　　　　　在　　　　　地 時代 備　　　考
36 古　　　墳 蝦夷塚第2号古墳 大字背合 古㈱ S47県指定
37 〃 ケラマキ第1号古墳 大字大小字大須1033の5 古鞠 S47県指定
38 〃 ケラマキ第2号古墳 大字大小字大須922の1 古㈱ S47県指定
39 〃 ヶラマキ第3号古墳 大字大小字大須922の3 古㈱ S47県指定
40 〃 ケラマキ第4号古墳 大字大小字大須922の3 古㈱
41 〃 ヶラマキ第5号古墳 大字大小字大須922の3 古㈱ S47県指定
42 〃 ヶラマキ第6号古墳 大字大小字大須922の3 古㈱
43 〃 大須第1号古墳 大字大小字大須106 古㈱
44 〃 大須第2号古墳 大字大小字大須107 古㈱ S47県指定
45 〃 大須第3号古墳 大字大小字大須128 古
46 〃 背　ノ　沢　古　墳 大字大小字小立字外畑155の子 古鶴
47 〃 大立蝦夷塚古墳 大字大倉谷字大立 古㈱ S47県指定
48 〃 下　　浜　　古　　墳 大字大小字小立字運上 古 地点不明
49住　居　跡 下　国　府　遺　跡 大字竹田字畑田 奈 S51国指定
50遺物包含地 背ノ沢製塩遺跡 大字大小字大須字外畑155の子 古　奈
51 〃 大立製塩遣跡 大字大倉谷 古㈱
52 〃 滝脇製塩遺跡 大字滝脇 古
53 〃 高　　崎　遺　　跡 大字西三川字高崎1642 奈
54 〃 大　願寺　遣　跡 大字四日町東パ§髄 奈　平
55寺院　跡 佐渡国分寺跡 大字国分寺字経ケ峯287 奈 S4国指定
56 〃 佐渡国分寺西北側 大字国分寺字経ケ峯1菟 奈
57 〃 国分寺北遺跡 大字国分寺字経ケ峯援1 奈
58窯　　　跡 経　ケ　峯　窯　跡 大字国分寺勅経ケ峯段畑381 奈
59 〃 大　木　戸　窯　跡 大字豊田字江料免撰 奈
60国　衙跡 佐　渡　国　衙跡 大字四日町字若宮 奈
61 条　里　跡 竹田沖条里遣構 大字竹田字勝坪沢 奈
62 〃 金丸沖条里遺構 大字金丸字前 奈 地点不明
63配石遣構 四日町新田遣跡 大字四日町字東方672 奈
64遺物包含地 小布勢神社遺跡 大字西三川字小布施 奈
65 〃 馬　　場　遺　　跡 大字吉岡字馬場 奈　平
66 〃 吉　　岡　遺　　跡 大字吉岡字高原756 奈　平
67 〃 仲　　畑　遣　　跡 大字真野字仲畑61～66 奈　平
68 〃 庚　門　塚遺　跡 大字新町字山方519 平
69 〃 新　　町　遺　　跡 大字新町 平
70 〃 堂　　　　　　　跡 大字大川字合沢364・365 平
71 寺院　跡 薬　　　師　　　堂 大字大川字高立194～196 平
72 遣物包含地 四日町上遺跡 大字四日町535 平　鎌
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番号 種　　　別 名　　　　称 所　　　　在　　　　地 時　代 備　　　考
73遺物包含地 川　　端　遺　跡 大字四日町 平
74 〃 高　野　遺　跡 大字四日町東方580 平
75 〃 四　日　町　遺　跡 大字四日町字東方697の2 平
76 〃 岩　野　遣　跡 大字豊田字岩野 平
77 〃 金　　丸　遺　跡 大字金丸字後 平
78 〃 田　切　須　遺　跡 大字田切須字杉の谷地283 平㈱
79 〃 中　沢　田遺　跡 大字竹田字中沢田1004～1005室
80 〃 竹　　田　遺　跡 大字竹田 室
81 〃 檀　風城遺　跡 大字竹田字内新川339～342 室
82 〃 吉　岡　上　遺　跡 大字吉岡 室
83 〃 滝　　脇　遣　跡 大字滝脇 室
84 〃 桐ノ木町遣跡 大字豊田字金六町212～216 室
85墳　　　墓 真　　輪　寺　跡 大字真野 室
86 館 滝　脇　　城　跡 大字滝脇字城の上200～211 室
87 〃 二　　の　城　　跡 大字竹田字畑田 室
88 山　　　城 雑田（山）城跡 大字竹田字城山1417 室
89 館 竹　　田　城　　跡 大字竹田字城／内441～450 室
90 〃 新　　川　城　跡 大字竹田字新川339へ842 室
91 〃 雑　　田　城　跡 大字阿仏房字町20～36 室
92 〃 合　　沢　城　跡 大字大川字城／内39i紅366 室
93 〃 大　　川　城　　跡 大字大川字城山395へ897 室
94 〃 国　　分　城　　跡 大字国分寺字経ヶ峯97～106 室
95 〃 西　三　川　城　跡 大字西三川字城ケ峯841・842 室
96 山　　　城 笹　　川　城　　跡 大字西三川字城の平619 室
97 館 椿　尾　城　跡 大字椿尾字城480 室
98 〃 渋　　手　　城　　跡 大字豊田字ニノ城437 室
99 〃 吉　　岡　城　跡 大字吉岡字城817へ828 室
100 〃 吉岡（元）城跡 大字吉岡字本郷（城ノ内）817～828室
101山　　　城 静　　平　城　　跡 大字静平字城山628 室
102 館 金　　丸　館　跡 大字金持城欝こ謬 室
103鉱　山　跡 大　　須　　銀　山 大字大須 江
104 〃 背　　合　銀　山 大字背合 江 地点不明
※時代区分は「縄」＝縄文時代　「弥」＝弥生時代　「古」＝古墳時代　「飛」＝飛鳥白鳳時代
　「奈」＝奈良時代　　「平」＝平安時代　　「鎌」＝鎌倉時代　　「室」＝室町時代　　「江」＝江戸
　時代　　「初」＝初頭　　「中」＝中　期　　「後」＝後期　　「末」＝末期　　を表わす。
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あ と が き
　真野町は古い歴史をもっている町であり、今も数多くの文化財が残つており
ます・これらの文化財は歴史上、学術上貴重なものばかりであります。生活の
ために使用したもの、信仰のためのもの、装飾に用いたものなど、どれをみて
も先人の歩んできた歴史を物語るものばかりです。
　真野町文化財保護審議会は、発足以来小さな歩みを続けてまいりましたが、
今回、これらの数多い文化財を町民のみなさまに知つていただくため「真野町
の文化財」を編集し、第1集として考古資料を取り上げることになりました。
町内には104にも及ぶ埋蔵文化財の包蔵地があり、数多くの出土品がありま
す・この中から・特に紹介しなければならないものを中心に集録いたしました。
しかし・都合で一部の出土品が集録できなかつたことは誠に残念なことであり
ます○
　真野町は、現在、重要文化財（国指定文化財）5件、県指定文化財4件、町
指定文化財6件ありますが、全町民がこれらの郷土の文化財に接する機会と、
このように多くの文化財を持つていることに誇りを持ち、貴重な文化財の保存
と活用に努めると共に、本書を通して文化財についてのご理解を深められ、愛
護してゆくためにご協力を賜わりますようお願い申しあげます。
昭和53年2月
真野町文化財保護審議会
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　　　真野町の文化財
　　　　　　　1　　　　考　古　資　料
来※業兼兼※来兼兼※兼辮来兼兼締兼兼
発行日　昭和　5　3年　2　月　2　8日
編集真野町文化財保護審議会
発行真野町教育委員会　　　　　新潟県佐渡郡真野町吉岡
印　刷　真野町大字金丸後藤タイプ印刷
来兼帯締締兼兼兼来＊兼綜来※兼＊※兼
真野町埋蔵文化財一覧（1）
吻
　　゜㍑嬬ノ・、’ぷミ＼S乙1
　このマークは、文化財愛護シソボルマークであるb
このマークは、昭和41年5月、文化財保護委員会が文化
財愛護運動を推し進めるための旗じるしとして、全国から
公募した図案の中から選んだものである。
　ひろげた両手のひらのパターンによつて。日本建築の重
要な要素である斗棋（ますぐみ）のイメージを表わし、こ
れを三っ重ねることにより、文化財という民族の遺産を過
去、現在、未来にわたり、永遠に伝承していくという愛護
精神を象徴したものである。’
